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南西諸島産イワノカワ科 Squamariaceaeの

解剖分類学的研究 (3)

一一Peyssonneliasquamaria (GMEL凶)DECAISNEについて一一

野沢ユリ子*

Y. NOZAWA : Systematic anatomy of the Squamariaceae in the Southern 

is!ands of J apan (3) 

本論文及ぴ次の第4報に於ては鹿児島県以南， 南西諸島海域に産する Peyssonneliaの

うち，比較的石灰の沈積が少なく，葉状文は半葉状，時に殺状を呈し，外観に類似したと

乙ろの多い3種，P. squamaria， P. conchicola，及び P.rubra var， orientalisについ

て報告する。 紙面の都合上，第3報として P.squamariaについて述べ，あとの2種を

第4報としてひきつづいて述べるとととする。

之らの 3種は地中海，東印度洋，太平洋アメリカ沿岸に於ては広く分布している種とし

て以前から知られていたにもかかわらず，本邦に於てはその存在が明らかでなかった。従

来本邦産の Peyssonneliaとしては管状の特徴ある形態をした P.distenta (HARV.) 

YAMADAl)と，岩本の報告による2) P. duby CROUN を別として，葉状または半葉状の

ものとしては岡村坊によってエツキイワノカワ P.caulifera OKAM.及ぴベエイワノカワ

P. rubra (GREV.) J. AG.4)が記載されているのみで，本邦海域で採集された類似のもの

はおおむね乙の2種にあてられていた。

ととろが今回の筆者の研究の結果，P. caulifera OKAM.は P.squamariaの syno-

nymであり，P. rubraにあてられていたものは P.conchicolaとすべき種である乙とが

縫認された。尚，別に，P. rubra var. orientalisとすべき種の存在することも判明し

た。

以下，本報及び第4報にζれら 3種についてそれぞれの外形，内部構造，生殖器官の発

達過程について観察した結果を遂次記載し，対比してみることとする。

尚，第1報6)のはじめに述べたように北海道大学山田幸男樽士，鹿児島大学田中剛博士

には引続き御指導を賜わっていることを付記して御礼申し上げる。特に山田博士には本論

車庫児島純心女子短期大学〈鹿児島市鴨池町) Kagoshima Junshin Junior Col¥ege 
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文のために岡村博土の原標本閲覧の便をお与えいただき，パラオ島の貴重な参考標本を賜

わって御協力いただいた。また原稿の御校閲を賜わった。厚く感謝申し上げる。

Peyssonnelia squamaria (GMELIN) DECAISNE 

和名:エツキイワノカワ

DECAISNE， 18416) NλGELI， 18477) ; KUTZING， 18698) ; DAWSON， 1953.9) 

Syn. P. caulifera OKAMURA， Contributions to the knowlege of the Marine 

Algae of Japan 3， Bot. Mag. To勾0，13， p. 9， 1899. 

集体は直径 3~4 C/11から大きいものでは 7~8 C/11に達し，腎臓形，半葉状で石灰の沈績

は少ない。色は生時陪褐紫色を呈し，表面はなめらかで革質光沢あり，同心円状及ひ・放射

状のかすかな凹!日を認めることが出来る。縁辺は全縁である。葉体の裏面には rhizoidを

密生する。 rhizoid は直径 7~8μ，多細胞で，細胞の内容は充実しており，長さは 100μ

以上のものが普通である。非常に長い rhizoidが級密に結合して部分的に石灰を強く沈

積し 2~3111111の突起となって葉体裏面の諸所に生ずる場合もあり，又直径 5 1II1II内外，長さ

1 ~1. 5C/11位の柄 (stipe) となって，茸状に地物に付着している場合もある (Fig. 1， E)。

しかしいづれの場合もこの突起または柄状の部分は rhizoidの集合したものだけから成り

特別の組織は見られない。

葉体の厚さは170~320/lである。 hypothallus は 1 層から成り，細胞は長さ15~30μ，巾

約10μ，高さ 7~12μで，地物に平行にならび，上方に perithallus の細胞列を生じ，同じ

く下方にも 1層の perithallus細胞を生じて所調 mesothallus的な様式を示す(Fig.1， A)。

上方にのぼる perithallusは，基部の細胞は巾より高さの方が大きく， 密にならんで斜め

にのぼる。上部の細胞は次第に高さを減じ，表面に於て広さ約7μ，高さ 7~9μである。

石灰は perithallusの中央部と rhizoidの部分に沈積する。

四分胞子体の nematheciaは体表面に不規則な塊状をなしてやや同心円的に散在する

(Fig. 1， B)o nemathecia の高さは80~100μ ， paraphyses は単条で先端丸く 5~7細胞

より成る。四分胞子裂は8~10x45~55μ，巾のせまい長楕円形で nemathecia の基部細

胞が柄状になったものの上に生ずる (Fig.1， G)。

雌性 nematheciaは体表上に同心円的に散在するが，四分胞子体のものに上むして斑が大

きく，高く且つ色もやや濃いので容易に判別出来る (Fig.1， C)o nematheciaの高さは成

熟したもので120μ内外， paraphysesは単条，おおむね5細胞で表面は粘質が厚くしっかり

ついている。造果枝 (carpogonialbranch) は 3~4 細胞で， nemathecia基部細胞上に直

接立ち， tr ichogyne は長さ15~20μである。助細胞枝 (auxiliary cell branch) は 4~5 細

胞で，造果枝とは別の nemathecia基部細胞上に立つ。造果枝も助細胞枝も sterile細胞

列を伴う場合がある (Fig.2， A)。 受精した造果器 (c訂 pogon)は器下細胞 (hypogenal

cell)またはその下の細胞と連絡し， そこから連絡糸 (connectingfilament) をのばして

次々に助細胞 (auxiliary cell) と連絡する (Fig.2， B)。 助細胞には助細胞枝の先端か
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ら三番目の細胞がなる乙とが多いが，連絡糸付着前には助細胞枝中の他の細胞と区別はで

きない。造胞糸 (gonin油 1ast)の細胞は助細胞のすぐそばから生ずるが， そのほか， 長

くのぴた連総糸のあちこちに nemathecia上方にむかつて生ずる (Fig.2， C)。造胞糸の

細胞は樹枝状に分裂し，殆んど全部が果胞子 (carpospore) となる (Fig.1， F ; Fig. 2， 

B， C)。果胞子は10-13x 20-25μ長倒卵形である。

雄性の生殖器官は業体表面の中心部に放射状に一面にひろがってうすい斑をなす (Fig.

1， D)o 5ぽ usの厚さは40-45μで業体の表皮細胞とにおおむね4細胞から成る細胞列を生

じ，乙の細胞が全部精子袋 (sp即 natangium)となる (Fig.1，問。

本種は鹿児島県蕗摩半島南部海岸水深 1-5mのと乙ろから，南西諸島海域の水深20-

40mのあたりに分布している。地中海，アメリカ太平洋岸に於ても普通の種である。研究

に用いた材料は主として坊津神水深 1-5 m (1969. 9)，及び佐多岬ピロー島水深35m

(1969.11)のものであって，P. s.quamariaの原記載の及び DAWSON9)のメキシコ，カ

リフオルニア湾の標本により同定した。

岡村3)は P.caulifera OKAMの特徴として，柄状の付着器の存在をあげ， hypothallus 

から下方にできる戸rithallusの存在についても述べている。と乙ろが岡村の原標本を観

察すると，柄状の部分は長い沢山の rhizoidの結合したもののみで構成されており特別な

組織はない。また，単なる rhizoidの状態からはっきりした柄状のものまでに，連続した

色々の段階の構造のものが存在する。そしてそれらの形状は P.squamariaに於ける柄

状部と全く同一である乙とがわかった。更に， hypothallusが下方に 1層の perithallusを

生じて mesothallus的な様式を示す点も P.squamariaに於て顕著な特徴としてあげられ

ている形態と全く一致する。 P.squamariaに於ける柄状の rhizoidや，体構造について

は NλGELI7)が明らかな図を示しており， WEBER van BOSSE 10)はその体構造からこの

種を 1つの sectionとして地egeliaと呼ぶことを提唱している。また四分胞子体の ne-

matheciaの構造，四分胞子裂の大きさも，P. cauliferaは P.squamariaと完全に同じ

である。 DAWSON9)もメキシコ太平洋岸の本種の研究から，P. cauliferaは本種の明0・

nymか，それに非常に近い種であらうと述べている。

以上のことから P.caulifera OKAM.とされたものは P.squamariaの synomymで

ある乙とを催認した。和名エツキイワノカワはそのまま残す乙ととする。
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Fig. 1. Peyssonnelia squamaria. 

A ; Vertical section of the thallus. B Upper surface of the thallus 

with tetrsporar宅ialnemathecia. C Upper surface of the thallus with 

carp<司ganialnemathecia. D Upper surface of the thallus with sperma-

tangial soli. E Vertical section of the thallus， showing the rhizoidal 

stipe. F; Vertical section of the carpogonial nemathecium. G; Vertical 

Sぽ tionof the tetrasporangial nemathecium. H ; Vertical section of the 

spermatangial sorus. 
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Fig. 2. P. squamaria. 

A Vertical sectlOn of the young carpogonial nemathecium， showing the carpogo・

nial branches and auxiliary branches. B Fomation of gonimoblast， showing 

the connection of carpogonium with sterile auxiliary cell and auxiliary cell. 

C Stage in connection between two auxiliary cells， showing carpos伊 resprodu-

ced on the upper side of the connecting filament. a， auxiliary cell 

ab， auxiliary cell branch ca， carpospore cb， carpogonial branch; 

co， connecting filamentφcarpogonium s， sterile auxiliary cell 

t， tncogyne. 

5 
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Summery 

Peyssonnelia squamaria (GMELIN) DECAISNE 

Japanese name : Etsuki-iwanokawa 

Syn. P. caulifera OKAMURA， Contributions to the knowlege of the Marine Algae 

of Japan 3， Bot. Mag. Tokyo， Vol. 13， p. 9， 1899. 

Loc. : Bonotsu 5m depth， Sata-birojima 35m depth， Tanegashima. 

our specimens agree very well in every character with DAWSON's specimen of 

Pacific Mexico as well as the original description of DECAISNE. Having made compa-

rative study of our specimens with the type specimen of P. caulifera OKAMURA， the 

writer come to the conclusion that both these plants are the same because of the 

following ch紅 acteristics : numerous multicellular rhizoids often grow up to stipes as 

the result of bundling of rhizoids， the construction of hypothallus has a tendency of 

me鈎，thallus，and tetrasporangia are narrow and elliptica1. On our s戸cimensare observed 

ca叩ogonial，spermatangial and tetrasporangial organs. 
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